
オナガの警戒声と遭難声は複数種に追い払い効果がある 

［要約］オナガがタカ類を発見したときに発するアラームコール（警戒声）や捕食者に捕

まったときに発するディストレスコール（遭難声）は、オナガの生息する地域ではヒヨド

リやムクドリ等、複数の有害鳥に対しても追い払い効果を有している。 
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［背景・ねらい］ 

 鳥類の音声を用いた鳥害防除機器はいくつか市販されているが、適用対象が限られたり、単

調な音声の繰り返しによって慣れによる反応低下を起こしやすい。天敵を見つけたときに出す

アラームコール（警戒声）や天敵に捕まった時に出すディストレスコール（遭難声）を利用す

れば、より適用範囲が広く、慣れのつきにくい追い払い装置を開発できる可能性がある。オナ

ガが頻繁に発するこれらの音声の他種に対する有効性と制約条件を解明した。 

［成果の内容・特徴］ 

(1) カラス科のオナガは鳥の天敵（タカ）を発見すると遠くまで届く特徴的なアラームコール
を発した。一方、オナガが捕獲されると発するディストレスコールの構造は、ヒヨドリや

ムクドリのものと類似していた。 
(2) どちらの声も 50m以上離れてオナガ自身と同程度の音量で流すと、聞いた鳥は、アラーム
コールの場合にはただちに茂みに逃避し、ディストレスコールの場合には数秒間周りを探

索してから逃避した。全体としてディストレスコールよりアラームコールの方が逃避反応

を引き起こす率が高かった（図 1, 2）。 
(3) オナガと大きさや生活場所が類似しているヒヨドリやムクドリの方が、そうでないスズメ
やキジバトよりもオナガの音声に対して逃避反応を示す率が高かった（図 1, 2）。 

(4) オナガの声に対する他種の逃避反応は、オナガの生息地域でのみ観察された（表１）。 
(5) 以上のことから、オナガのアラームコールとディストレスコールは、オナガの生息する地
域において複数種を追い払うのに有効な素材であることがわかった。 

［成果の活用面・留意点］ 

(1) オナガの生息する地域は甲信越から関東、東北地方である。 
(2) オナガよりはるかに大きく、天敵が異なるカラス類に対しては効果が期待できない。また、
果樹などの樹上にいる鳥に対しては効果が少ない。 

(3) 本研究で得られている各種音声の録音テープについては、研究目的に限って提供すること
ができる。 
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図１．オナガの音声に対する反応率（左） 
「飛び去る」は 80%以上の個体が飛び
去った例で，「弱い反応」には頭をあ

げるだけから 80%未満の個体が飛び去
った例までを含む．AC=アラームコー
ル，DC=ディストレスコール，WN=ホ
ワイトノイズ（対照音）．バーの上の

数字は実験回数を示す．ヒヨドリに対

するディストレスコールの実験は未実

施．つくば市での結果． 

表１．オナガのアラームコールに対する他種の反応の地域による違い 

 忌避反応回数／実験回数  
場所 オナガの生息 ヒヨドリ ムクドリ キジバト スズメ 総反応率 (n) 
茨城県つくば市 ふつう 8/11 7/10 3/10 6/11 57% (42) 
群馬県東町 ふつう 4/5 0/3 0/3 3/6 41% (17) 
神奈川県三浦市 少ない 3/4   0/1 60% (5) 
東京都三宅島 いない 0/5    0% (5) 
三重県久居市 いない 0/4 0/1  0/3 0% (8) 
※5 羽以上の群れに対してオナガのアラームコールをスピーカーから流した。ディストレスコールについての地域
比較は行っていない。原則として地上の群れを対象としたが、三宅島では樹上の群れも対象とした。 
※忌避反応回数とは、元の群れの 80%以上がただちに飛び立った回数。 
※総反応率は全種の合計値なので、調査対象種の違いによる誤差を含む。 

図２．オナガの音声に対するの反応スコア（右） 
反応スコア：0=反応なし、1=頭を上げるのみ、2=飛び
上がるが同じ所に戻る、3=一部個体が飛び去る、4=大
部分の個体が飛び去る、5=全個体が飛び去る．図１と
同じ実験による． 

キジバト

0%

20%

40%

60%

80%

100%

AC DC W N

反
応

弱

810 7
ムクドリ

0%

20%

40%

60%

80%

100%

AC DC W N

飛
び

10 10 8

スズメ

0%

20%

40%

60%

80%

100%

AC DC W N

11 10 6
ヒヨドリ

0%

20%

40%

60%

80%

100%

AC W N

弱い反応

反
応
な
し

飛
び
去
る

11 11

0

1

2

3

4

5

ヒヨドリ ムクドリ スズメ キジバト

忌
避
反
応
ス
コ
ア

アラームコール

ディストレスコール

実
験
未
実
施


